
江東区役所 2階「こうとう情報ステーション」 展示期間：令和 3年 9月～10 月 
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東陽尋常小学校前集合写真 
撮 影 者：窪添晴之（京都市西陣郵便局前） 

撮影年代：大正 13 年 5 月～同 14 年 3 月 
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塀（左側）の書き込み 

※緑の枠は避難者名 
 

 

避□内校学陽東 

五
人
無
事 

西
平
井
町
（
番
地
） 

一
同
無
事 

〃 一
同
無
事 

西
平
井
町
（
番
地
） 

不
明 

貼紙 
（内容不明） 

 

仝 （
同
） 

（
住
所
か
？
） 



東陽
とうよう

小学校
しょうがっこう

の沿革
えんかく

 
 

明治 33 年（1900）6 月 18 日 
深川区西平井町 19 番地（現江東区東陽 3-17 
・21 地先の永代通りの場所）に東京市東陽 
尋常小学校が創立 ※同年 7 月 20 日に開校式 

 
 

大正 12 年（1923）9 月 1 日 
関東大震災により校舎が焼失 

 
 

大正 13 年（1924）5 月 5 日 
同地に仮校舎が竣工 

 
 

大正 15 年（1925）11 月 20 日 
東平井町１番地（現東陽 3-27-12）に鉄筋 
コンクリート造 3階建の校舎が完成 

 
 

昭和 16 年（1941）4 月 1 日 
  東陽国民学校に改称 
 
 

昭和 20 年（1945）3 月 10 日 
  東京大空襲により校舎全焼 
 
 

昭和 22 年（1947）4 月 10 日 
  江東区立東陽小学校に改称 
 
 

昭和 46～47 年（1971～72） 
  現校舎完成 
 
参考：「東京市東陽尋常小学校沿革概要」 ※発行年不明 

  『江東区学校教育史』江東区教育委員会 平成 17 年 

 


